
 

             

 

 

 

慢性副鼻腔炎の手術や鼻副鼻腔腫瘍の手術は、現在ではほとんどの症例で内視鏡を使用した

鼻内手術が行われるようになり、以前に比べて患者さんの負担が少なくなっています。 

 当院耳鼻咽喉科では、2023 年 5 月より内視鏡下鼻副鼻腔手術の際に、ナビゲーションシステムを併用できる

ようになりました。今回導入となったナビゲーションシステムは、術前に撮影した CT画像に、術中の手術器具

の位置を表示させるもので、カーナビゲーションで現在の自分の位置が分かるシステムと同様のものです。鼻副

鼻腔は眼や脳などの重要な器官に隣接しているため、合併症の危険と隣り合わせですが、このシステムを併用す

ることで、鼻副鼻腔に隣接する重要な器官を傷つけないように安全に手術を行うことが可能となります。 

 また、リアルタイムに副鼻腔内の手術器具の正確な位置が分かるため、難易度の高い副鼻腔再手術症例や鼻腔

から正確な位置が確認しにくい副鼻腔嚢胞症例なども安全、かつ正確に手術可能となります。最近では好酸球性

副鼻腔炎といった再発性のある難病疾患が存在することが分かってきており、その再発率を下げるために正確な

手術が求められるようになってきました。これらの様々な鼻副鼻腔疾患への手術も、ナビゲーションシステムを

併用することで、より安全・正確に行うことが可能です。 
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安全で正確な副鼻腔手術のために 

～ナビゲーションシステムの導入について～ 

 

 
 

耳鼻咽喉科  

 
 

磁場発生装置が磁場領域を形成しま

す。  

患者さんの額と手術器具に取り付けた

磁場センターがその磁場領域内に入る

ことで、患者さんと手術器具の位置を

三次元的に認識し、あらかじめ取り込

んでおいた CT や MRI データ上に手術

器具の先端の位置の情報をリアルタイ

ム表示します。  

 

 
 

 

手術器具の先端で頭蓋底の位

置を確認しています（右

図）。  

リアルタイムに確認できるこ

とで、安心して手術が進行で

きるため、手術時間短縮にも

つながります。  

 

 
 

 

持続する鼻汁、鼻閉、嗅覚障害などの  

鼻症状でお困りの方がいらっしゃいましたら、

お気軽に耳鼻咽喉科にご相談ください！  

 
 


